
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

国土技術政策総合研究所 

及び 

（国研）土木研究所関係 
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国土交通省国土技術政策総合研究所 

及び国立研究開発法人土木研究所における調査研究 

 
下水道に関する国の調査研究体制は、平成 13 年の省庁再編に際し、(旧)建設省土

木研究所から、国土交通省国土技術政策総合研究所（国総研）と独立行政法人土木

研究所（土研）（平成 27 年４月に国立研究開発法人土木研究所に名称変更）に再編

され、２研究所体制のもと実施されている。 
国総研は、本省が行う政策の企画立案の支援、技術基準の策定、地方公共団体の

事業執行に必要な技術支援を行う。 
土研は、国土交通大臣による中長期目標の指示に基づき、下水道を含めた土木技

術に関する先端的な研究開発や先導的・基礎的な研究開発を行う。 
 

(旧)建設省土木研究所 下水道部      国土交通省国土技術政策総合研究所下水道研究部 
   ○下水道研究室            ○下水道研究室 
   ○三次処理研究室           ○下水処理研究室 
                    国立研究開発法人土木研究所 

○水質研究室             ○水環境研究ｸﾞﾙｰﾌﾟ  水質チーム 
   ○汚泥研究室             ○先端材料資源研究センター（資源循環担当） 

 
組 織 概 要 

国総研 下水道研究部 

     下水道研究官、下水道エネルギー・機能復旧研究官 

○下水道研究室 
  下水管路を適切に管理するためのストックマネジメント支援、下水道施設の地

震・津波対策、都市の浸水被害軽減、下水道の活用による付加価値向上などの

研究。 
 
○下水処理研究室 

  下水道が有する資源・エネルギーやストックの活用、下水処理の地球温暖化対

策、水循環の健全化に資する下水処理の手法などの研究。 
 
土木研究所 

○水環境研究ｸﾞﾙｰﾌﾟ  水質チーム 
下水道から河川等の水域にいたる流域一体での化学物質や病原微生物の挙動・

影響の解明と対策技術の研究、湖沼やダム貯水池等の富栄養化対策等の水質管

理技術の研究。 
 

○先端材料資源研究センター 上席研究員（資源循環担当） 

社会活動から発生する排水や廃棄物バイオマスなどの再生利用や安全な処理処

分、下水道発創エネや再生可能エネルギー利用、下水道に関わる材料について
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の調査研究、技術開発。 
 

連 携 体 制 

下水道に関する国の調査研究を効率的に進めるため、次の連携体制を構築。 
 
○国における下水道技術検討タスクフォース 
下水道に関する政策検討、技術基準類の策定等に資するため、令和 2 年 3 月に設置。

国交省下水道部、国総研下水道研究部、土研水環境研究グループ（水質チーム）・先

端材料資源研究センター（資源循環担当）が連携。 
現在、災害時処理場の応急復旧検討、バイオマス広域化の検討ツール、大腸菌基準

化検討、の 3 テーマを実施。 
 
○国総研・土研の「社会資本分野における技術基準の策定等に関する共同研究協定」 
包括的な共同研究協定として令和 3 年 2 月に締結。下水道分野についてもインフラ

施設の調査・設計・施工・維持管理に係る技術基準の策定等が対象、連携して研究

を実施。 
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3
つ
の
役
割

①
本
省
が
行
う
政
策
の
企
画
立
案
を
支
援
す
る
た
め
の
調
査
研
究
（
政
策
支
援
）

②
下
水
道
の
技
術
基
準
の
策
定
に
係
る
調
査
研
究
（
技
術
基
準
）

③
国
及
び
地
方
公
共
団
体
が
行
う
事
業
執
行
に
必
要
な
技
術
的
条
件
の
整
備
に
係
る
調
査
研
究
（
技
術
支
援
）

研
究
体
制

下
水
道
研
究
部
長

南
山

瑞
彦
(
T
E
L
：
0
2
9
-
8
6
4
-
2
8
3
1
)

下
水
道
研
究
官

横
田

敏
宏
(
T
E
L
：
0
2
9
-
8
6
4
-
3
7
2
6
)
、
下
水
道
ｴ
ﾈ
ﾙ
ｷ
ﾞ
ｰ
・
機
能
復
旧
研
究
官

三
宮

武
(
T
E
L
：
0
2
9
-
8
6
4
-
3
0
9
9
)

下
水
道
研
究
室
長

岡
安

祐
司
(
T
E
L
：
0
2
9
-
8
6
4
-
3
3
4
3
)
、
下
水
処
理
研
究
室
長

田
隝
淳
(
T
E
L
：
0
2
9
-
8
6
4
-
3
9
3
3
)

主
要
施
策

令
和
２
年
度
の
成
果

令
和
３
年
度
の
予
定

◆
持
続
可
能
な
下
水
道
サ
ー
ビ

ス
・
下
水
道
管
路
を
対
象
と
し
た
総
合
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る
研
究
の
と
り
ま
と
め

・
劣
化
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
内
容
充
実
・
更
新
・
健
全
率
予
測
式
の
更
新

・
管
き
ょ
布
設
延
長
調
査
等
の
実
施

・
劣
化
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
改
善
検
討

◆
災
害
対
策

・
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
等
の
被
災
情
報
、
特
性
の
整
理

・
被
災
し
た
団
体
の
下
水
道
管
路
施
設
情
報
の
収
集

・
被
災
下
水
道
管
路
施
設
の
管
種
、
土
被
り
、
微
地
形
区
分
、
地
下
水

位
等
ご
と
の
被
害
率
算
定

◆
都
市
雨
水
対
策

・
各
団
体
の
計
画
降
雨
強
度
式
の
作
成
方
法
等
に
関
す
る
実
態
調
査
を
行
い
、

91
4団
体
か
ら

11
61
個
の
計
画
降
雨
強
度
式
に
関
す
る
情
報
を
収
集
・
整
理

・
作
成
に
用
い
る
降
雨
資
料
の
時
期
や
期
間
の
違
い
が
降
雨
強
度
式

に
与
え
る
影
響
に
関
す
る
調
査

◆
下
水
道
の
活
用
に
よ
る
付
加

価
値
向
上

・
紙
オ
ム
ツ
等
の
基
礎
情
報
整
理

・
紙
オ
ム
ツ
の
材
料
組
成
毎
の
汚
濁
負
荷
分
析

・
夾
雑
物
投
入
に
よ
る
管
路
施
設
（
管
路
内
閉
塞
、
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン

プ
詰
ま
り
）
・
処
理
施
設
へ
の
影
響
検
討

◆
B-

DA
SH
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

・
普
及
展
開
（
G
L
策
定
済
み
技
術
）

・
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策
定
（
劣
化
診
断
技
術
2
件
、
ク
ラ
ウ
ド
を
活
用
し
た
S
M
技
術
、

中
規
模
処
理
場
向
け
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
技
術
の
4
技
術
）

・
普
及
展
開
（
G
L
策
定
済
み
技
術
）

・
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策
定
（
小
規
模
処
理
場
向
け
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
技
術
、

IC
T
活
用
高
度
処
理
技
術
、
雨
天
時
浸
入
水
調
査
技
術
の
3
技
術
）

◆
地
球
温
暖
化
対
策
（
水
処
理

か
ら
発
生
す
る

N 2
Oの
抑
制
）

・
現
地
調
査
に
よ
る

N 2
O排
出
因
子
の
検
討

・
イ
ン
ベ
ン
ト
リ
反
映
に
向
け
た
知
見
蓄
積
（
四
季
変
動
等
）

・
パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ラ
ン
ト
実
験
装
置
に
よ
る

N 2
O発
生
因
子
の
検
討

・
イ
ン
ベ
ン
ト
リ
反
映
に
向
け
た
知
見
蓄
積
継
続
（
四
季
変
動
等
）

◆
水
系
水
質
リ
ス
ク
管
理

・
測
定
方
法
の
違
い
に
よ
る
大
腸
菌
測
定
法
の
室
間
精
度
の
検
討

・
代
替
指
標
に
よ
る
衛
生
リ
ス
ク
評
価
手
法
の
適
用
性
の
検
討

・
濃
度
域
を
考
慮
し
た
大
腸
菌
測
定
の
室
間
精
度
の
検
討

・
下
水
処
理
場
の
実
態
に
基
づ
く
衛
生
リ
ス
ク
評
価
手
法
の
検
討

◆
災
害
対
策

・
被
災
処
理
場
の
復
旧
対
応
状
況
に
関
す
る
情
報
の
収
集
・
整
理

・
被
災
時
の
下
水
処
理
運
転
を
模
し
た
実
験
設
備
の
建
設

・
応
急
復
旧
に
向
け
た
下
水
の
処
理
・
消
毒
の
運
転
管
理
手
法
の
検

討

◆
地
球
温
暖
化
対
策
（
エ
ネ
ル

ギ
ー
最
適
化
）

・
小
規
模
下
水
処
理
場
に
お
け
る
設
置
機
器
の
実
態
整
理

・
電
力
消
費
量
算
出
式
の
作
成

・
処
理
フ
ロ
ー
、
機
器
の
違
い
が
電
力
消
費
量
に
与
え
る
影
響
の
検
討

・
運
転
方
法
見
直
し
に
よ
る
電
力
消
費
量
削
減
効
果
の
検
討

◆
地
域
バ
イ
オ
マ
ス

・
下
水
道
と
ご
み
処
理
が
連
携
す
る
場
合
の
課
題
や
メ
リ
ッ
ト
の
整
理

・
施
設
特
性
や
相
互
距
離
を
踏
ま
え
、
有
効
性
の
高
い
条
件
の
検
討

主
要
施
策
に
関
す
る
令
和
２
年
度
の
成
果
と
令
和
３
年
度
の
予
定

1
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□
下
水
道
技
術
ビ
ジ
ョ
ン
の
概
要

○
「
新
下
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
示
さ
れ
た
中
期
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
技
術
開
発
内
容

○
①
～
⑪
の
技
術
開
発
分
野
ご
と
に
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成

・
中
期
目
標
達
成
に
向
け
た
技
術
的
課
題

・
技
術
目
標
：
技
術
的
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
技
術
目
標

・
技
術
開
発
項
目
：
技
術
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
技
術
開
発
項
目

大
分
類

技
術
分
野

（
１
）
施
設
の
管
理
と
機
能
向
上

①
持
続
可
能
な
下
水
道
シ
ス
テ
ム
（再
構
築
）

②
持
続
可
能
な
下
水
道
シ
ス
テ
ム
（
健
全
化
、
老
朽
化
対
応
、
ス
マ
ー
ト
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
）

（
２
）
防
災
・
危
機
管
理

③
地
震
・
津
波
対
策

④
雨
水
管
理
（
浸
水
対
策
）

⑤
雨
水
管
理
（
雨
水
利
用
、
不
明
水
対
策
等
）

（
３
）
水
環
境
と
水
循
環

⑥
流
域
圏
管
理

⑦
リ
ス
ク
管
理

（
４
）
資
源
循
環
・地
球
温
暖
化
対
策

⑧
再
生
水
利
用

⑨
地
域
バ
イ
オ
マ
ス

⑩
創
エ
ネ
・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

⑪
低
炭
素
型
下
水
道
シ
ス
テ
ム

□
下
水
道
技
術
ビ
ジ
ョ
ン
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
⇒
下
水
道
技
術
開
発
会
議
が
担
当

○
重
点
的
な
研
究
開
発
を
行
う
べ
き
事
項
の
選
定
⇒
「
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
重
点
課
題
」
と
し
て
公
表
（
最
新
版
：R

2.
8）

○
最
新
の
研
究
開
発
動
向
を
反
映
⇒
公
募
し
た
技
術
提
案
を
審
査
の
上
、
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
反
映
、

下
水
道
技
術
ビ
ジ
ョ
ン
を
一
部
改
定
（
最
新
版
：

R3
.2
）

○
引
き
続
き
、
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
進
捗
状
況
や
関
連
の
検
討
（
次
頁
）
に
よ
り
ビ
ジ
ョ
ン
を
継
続
的
に
フ
ォ
ロ
ー

2
ht

tp
://

w
w

w
.n

ili
m

.g
o.

jp
/la

b/
ea

g/
ge

su
id

ou
gi

jy
ut

su
vi

sio
n.

ht
m

l
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□
目
的
：
下
水
道
技
術
ビ
ジ
ョ
ン
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
と
技
術
開
発
推
進
方
策
の
検
討

□
体
制
：
（
座
長
）
国
総
研
下
水
道
研
究
部
長
（
委
員
）
地
方
公
共
団
体
、
下
水
道
関
係
社
団
・
財
団
法
人
、
日
本
下
水

道
事
業
団
、
土
研
、
大
学
、
本
省
下
水
道
部

（
事
務
局
）
国
総
研
⇒
産
学
官
連
携
の
議
論
の
場

□
検
討
内
容
：

当
会
議
に
お
け
る
技
術
開
発
・
導
入
の
流
れ
に
対
応
し
た
６
つ
の
柱
の
検
討
と
、

B-
DA

SH
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
等

に
よ
り
、
国
総
研
が
下
水
道
分
野
の
技
術
開
発
・
導
入
全
般
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

ニ
ー
ズ
と
シ
ー
ズ
の
架
け
橋
と
し
て
、
事
業
運
営
課
題
と
そ
れ
に
対
す
る
技
術
的
解
決
策
を
把
握
す
る
た
め
の

ツ
ー
ル
を
重
点
的
に
検
討

3
□
情
報
発
信
：
下
水
道
技
術
開
発
会
議
の

HP
に
て
、
技
術
ビ
ジ
ョ
ン
、
会
議
資
料
、
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
重
点
課
題
等
を
公
表

ht
tp

://
w

w
w

.n
ili

m
.g

o.
jp

/la
b/

ea
g/

ge
su

id
ou

gi
jy

ut
su

ka
ih

at
su

ka
ig

i.h
tm

l
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4

下
水
道
技
術
ビ
ジ
ョ
ン
（
第

3章
3.

4）
「
新
技
術
の
導
入
・
普
及
の
推
進
方
策
」

「
国
が
実
施
す
る
技
術
開
発
・
普
及
の
た
め
の
事
業
・
施
策
（
注
：

B-
DA

SH
な
ど
）
は
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
う
ち
早
期
に

研
究
開
発
が
急
が
れ
る
も
の
、
中
長
期
的
に
課
題
解
決
が
不
可
欠
な
も
の
に
つ
い
て
、
重
点
化
し
て
実
施
す
る
。
」

下
水
道
技
術
開
発
会
議
に
お
い
て
、
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
提
示
さ
れ
て
い
る
技
術
開
発
項
目
の
う
ち
、
重
点
化
し
て
実
施

す
べ
き
分
野
を
定
め
、
「
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
重
点
課
題
」
と
し
て
選
定
。

令
和
２
年
度
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
重
点
課
題
（
令
和
２
年
８
月
公
表
）

下
水
道
技
術
ビ
ジ
ョ
ン
・
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
重
点
課
題

※
技
術
目
標
の
番
号
は
、
下
水
道
技
術
ビ
ジ
ョ
ン
・
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
番
号
と
対
応

技
術
目
標
①
１
人
口
減
少
時
代
に
適
し
た
施
設
整
備
・
管
理

技
術
目
標
②
２
施
設
管
理
の
迅
速
化
・低
コ
ス
ト
化
の
た
め
の
技
術
開
発
等

技
術
目
標
③
２
大
規
模
地
震
を
対
象
と
し
た
耐
震
対
策
手
法
、
優
先
度
評
価
手
法
、

③
４
大
規
模
地
震
・
津
波
等
の
非
常
時
の
段
階
的
な
応
急
処
理
方
法
、

優
先
度
評
価
手
法

技
術
目
標
④
１
－
１
局
所
的
豪
雨
等
に
対
応
し
た
雨
水
管
理
技
術

技
術
目
標
⑤
４
不
明
水
の
実
態
把
握
、
影
響
評
価
と
有
効
な
対
策
の
確
立

技
術
目
標
⑦
４
病
原
微
生
物
の
制
御
、
⑦
５
病
原
微
生
物
の
検
出
、
監
視
シ
ス
テ
ム

技
術
目
標
⑨
１
下
水
道
で
地
域
バ
イ
オ
マ
ス
を
利
活
用
す
る
技
術

技
術
目
標
⑩
３
下
水
資
源
を
活
用
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
生
産
技
術

技
術
目
標
⑪
１
下
水
道
の
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
約
１
割
削
減
に
向
け
た
技
術

短
期
～
中
期
課
題

技
術
目
標
⑨
３
リ
ン
な
ど
の
有
用
資
源
回
収
、
⑨
５
下
水
灰
の
肥
料
化

中
期
～
長
期
課
題

継
続

継
続

短
期
～
中
期
に
変
更

継
続

継
続

継
続

継
続

継
続

継
続

継
続

ht
tp

://
w

w
w

.n
ili

m
.g

o.
jp

/la
b/

ea
g/

ro
ad

m
ap

jy
ut

en
ka

da
i.h

tm
l
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5

背
景
・必
要
性
・目
的

パ
リ
協
定
に
基
づ
く成
長
戦
略
と
し
て
の
長
期
戦
略
に
基
づ
き
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ

ム
の
強
靱
化
が
必
要

下
水
道
施
設
の
集
約
化
に
向
け
た
取
組
み
を
踏
ま
え
、
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し

た
創
エ
ネ
・省
エ
ネ
、
資
源
回
収
の
更
な
る
促
進
が
必
要

生
ご
み
等
の
地
域
バ
イ
オ
マ
ス
を
下
水
道
に
受
け
入
れ
る
資
源
循
環
シ
ス
テ
ム
を

構
築
す
る
た
め
の
具
体
的
検
討
方
法
、
考
え
方
を
整
理
す
る
こ
と
が
必
要

概
要
生
ご
み
等
の
地
域
バ
イ
オ
マ
ス
を
下
水
道
に
受
け
入
れ
る
場
合
の
施
設
に
与
え
る
影

響
等
に
関
す
る
技
術
的
な
検
討

地
域
バ
イ
オ
マ
ス
を
対
象
と
し
た
資
源
循
環
シ
ス
テ
ム
の
経
済
性
・環
境
性
・維
持
管

理
性
等
の
評
価
手
法
の
策
定

下
水
処
理
場
と
ご
み
処
理
場
の
広
域
化
・
共
同
化
の
検

討
を
進
め
た
い
が
、
現
状
で
は
評
価
手
法
が
無
く
困
難

…

○
技
術
的
な
検
討
の
例
（
生
ご
み
等
の
地
域
バ
イ
オ
マ
ス
を
下
水
道
に
受
け
入
れ
る
場
合
の
課
題
や
メ
リ
ッ
ト
の
整
理
）

技
術
的
な
課
題
、
メ
リ
ッ
ト
を
体
系
的
に
整
理
し
な
が
ら
資
源
循
環
シ
ス
テ
ム
の
評
価
手
法
を
作
成
し
、
技
術
資
料
に
ま
と
め
る
。

資
源
循
環
シ
ス
テ
ム
の
イ
メ
ー
ジ

生
ご
み

ご
み
処
理
場

下
水
処
理
場

・
一
層
の
創
エ
ネ
可
能

・
リ
ン
の
回
収
可
能

資
源
回
収

焼
却
せ
ず
に
下
水
道
へ

生
ご
み

下
水
処
理
施
設
へ
の
適
用
性
・
影
響

下
水
処
理
場

受
入
れ
の
課
題

バ
イ
オ
ガ
ス
発
生
量
増
・
焼
却
炉
で
補
助

燃
料
低
減
・
リ
ン
の
回
収
等
の
メ
リ
ッ
ト

ご
み
処
理
場

分
別
手
法
・
運
搬
方
法
の
課
題

ご
み
処
理
場
に
お
け

る
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト

（
例
）
・
ご
み
の
焼
却
効
率

UP
・
焼
却
灰
の
減
少

・
更
新
費
用
減

・
施
設
へ
の
影
響
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下
水
道
に
お
け
る
省
エ
ネ
・創
エ
ネ
化
の
加
速
の
た
め
、
大
幅
な
コ
ス
トの
削
減
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
活
用
の
効
率
化
や
既
存
ス
トッ
ク
の
有
効
活
用
等
を
同
時
に
実

現
す
る
革
新
的
技
術
を
公
募
・選
定
し
、
国
が
主
体
と
な
っ
て
実
規
模
レ
ベ
ル
の
施
設
を
設
置
し
て
技
術
的
な
検
証
を
行
い
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
と
り
ま
と
め
、
民
間
企

業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
、
資
金
を
活
用
し
つ
つ
全
国
の
下
水
道
施
設
に
導
入
を
促
進

過
去
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
化
さ
れ
た
技
術
に
つ
い
て
、
自
主
研
究
デ
ー
タ
を
用
い
て
実
証
施
設
の
性
能
を
評
価
す
る
な
ど
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
順
次
実
施
し
、

普
及
展
開
を
加
速
。

6
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7

技
術

分
野

テ
ー

マ
実

証
技

術
名

大
規

模
(5

万
㎥

～
)

中
規

模
(1

～
5

万
㎥

)
小

規
模

(～
1
万

㎥
)

下
水

汚
泥

利
用

固
液

分
離

、
ガ

ス
回

収
、
ガ

ス
発

電
超

高
効

率
固

液
分

離
技

術
を

用
い

た
エ

ネ
ル

ギ
ー

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

シ
ス

テ
ム

〇
〇

ガ
ス

回
収

、
ガ

ス
精

製
バ

イ
オ

ガ
ス

を
活

用
し

た
効

果
的

な
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

生
産

シ
ス

テ
ム

〇
〇

リ
ン

回
収

消
化

汚
泥

か
ら

の
リ

ン
除

去
・回

収
技

術
〇

〇

固
形

燃
料

化
温

室
効

果
ガ

ス
を

抑
制

し
た

水
熱

処
理

と
担

体
式

高
温

消
化

に
よ

る
固

形
燃

料
化

技
術

〇
〇

固
形

燃
料

化
廃

熱
利

用
型

低
コ

ス
ト

下
水

汚
泥

固
形

燃
料

化
技

術
〇

〇

バ
イ

オ
マ

ス
発

電
脱

水
・燃

焼
・発

電
を

全
体

最
適

化
し

た
革

新
的

下
水

汚
泥

エ
ネ

ル
ギ

ー
転

換
シ

ス
テ

ム
〇

〇

バ
イ

オ
マ

ス
発

電
下

水
道

バ
イ

オ
マ

ス
か

ら
の

電
力

創
造

シ
ス

テ
ム

〇
〇

水
素

創
出

下
水

バ
イ

オ
ガ

ス
原

料
に

よ
る

水
素

創
エ

ネ
技

術
〇

〇
〇

C
O

2
分

離
・回

収
・活

用
バ

イ
オ

ガ
ス

中
の

C
O

2
分

離
・回

収
と

微
細

藻
類

培
養

へ
の

利
用

技
術

〇
〇

下
水

汚
泥

有
効

利
用

脱
水

乾
燥

シ
ス

テ
ム

に
よ

る
下

水
汚

泥
の

肥
料

化
、
燃

料
化

技
術

〇
〇

〇

下
水

汚
泥

有
効

利
用

自
己

熱
再

生
型

ヒ
ー

ト
ポ

ン
プ

式
高

効
率

下
水

汚
泥

乾
燥

技
術

〇
〇

地
産

地
消

型
バ

イ
オ

マ
ス

高
効

率
消

化
シ

ス
テ

ム
に

よ
る

地
産

地
消

エ
ネ

ル
ギ

ー
活

用
技

術
〇

〇

低
コ

ス
ト

型
汚

泥
焼

却
温

室
効

果
ガ

ス
削

減
を

考
慮

し
た

発
電

型
汚

泥
焼

却
技

術
〇

〇

中
小

向
け

エ
ネ

ル
ギ

ー
化

高
濃

度
消

化
・省

エ
ネ

型
バ

イ
オ

ガ
ス

精
製

に
よ

る
効

率
的

エ
ネ

ル
ギ

ー
利

活
用

技
術

温
室

効
果

〇
〇

※
対
象
処
理
場
規
模
に
つ
い
て

大
：

50
,0

00
m

3 /
日
以
上
、
中
：

10
,0

00
m

3 /
日
～

50
,0

00
m

3 /
日
、
小
：

10
,0

00
m

3 /
日
以
下
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8
※
対
象
処
理
場
規
模
に
つ
い
て

大
：

50
,0

00
m

3 /
日
以
上
、
中
：

10
,0

00
m

3 /
日
～

50
,0

00
m

3 /
日
、
小
：

10
,0

00
m

3 /
日
以
下

技
術

分
野

テ
ー

マ
実

証
技

術
名

大
規

模
(5

万
㎥

～
)

中
規

模
(1

～
5

万
㎥

)
小

規
模

(～
1
万

㎥
)

水
処

理

窒
素

除
去

固
定

床
型

ア
ナ

モ
ッ

ク
ス

プ
ロ

セ
ス

に
よ

る
高

効
率

窒
素

除
去

技
術

〇
〇

省
エ

ネ
型

水
処

理
無

曝
気

循
環

式
水

処
理

技
術

〇
〇

省
エ

ネ
型

水
処

理
高

効
率

固
液

分
離

技
術

と
二

点
D

O
制

御
技

術
を

用
い

た
省

エ
ネ

型
水

処
理

技
術

〇
〇

〇

IC
T

を
活

用
し

た
運

転
管

理
IC

T
 を

活
用

し
た

プ
ロ

セ
ス

制
御

と
リ

モ
ー

ト
診

断
に

よ
る

効
率

的
水

処
理

運
転

管
理

技
術

〇
〇

IC
T

を
活

用
し

た
運

転
管

理
IC

T
 を

活
用

し
た

効
率

的
な

硝
化

運
転

制
御

技
術

〇
〇

ダ
ウ

ン
サ

イ
ジ

ン
グ

水
処

理
D

H
S

シ
ス

テ
ム

を
用

い
た

水
量

変
動

追
従

型
水

処
理

技
術

〇

ダ
ウ

ン
サ

イ
ジ

ン
グ

水
処

理
特

殊
繊

維
担

体
を

用
い

た
余

剰
汚

泥
削

減
型

水
処

理
技

術
〇

省
エ

ネ
低

コ
ス

ト
型

水
処

理
最

終
沈

殿
池

の
処

理
能

力
向

上
技

術
〇

〇
〇
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9

※
対
象
処
理
場
規
模
に
つ
い
て

大
：

50
,0

00
m

3 /
日
以
上
、
中
：

10
,0

00
m

3 /
日
～

50
,0

00
m

3 /
日
、
小
：

10
,0

00
m

3 /
日
以
下

技
術

分
野

テ
ー

マ
実

証
技

術
名

大
規

模
(5

万
㎥

～
)

中
規

模
(1

～
5

万
㎥

)
小

規
模

(～
1
万

㎥
)

そ
の

他

再
生

水
利

用
U

F
 膜

ろ
過

と
紫

外
線

消
毒

を
用

い
た

高
度

再
生

水
シ

ス
テ

ム
〇

〇
〇

バ
イ

オ
ガ

ス
集

約
・活

用
メ

タ
ン

精
製

装
置

と
吸

蔵
容

器
を

用
い

た
バ

イ
オ

ガ
ス

集
約

技
術

〇

設
備

劣
化

診
断

セ
ン

サ
ー

連
続

監
視

と
ク

ラ
ウ

ド
サ

ー
バ

集
約

に
よ

る
劣

化
診

断
技

術
と

ク
ラ

ウ
ド

サ
ー

バ
集

約
に

よ
る

劣
化

診
断

技
術

お
よ

び
設

備
点

検
技

術
〇

〇
〇

設
備

劣
化

診
断

セ
ン

シ
ン

グ
技

術
と

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

分
析

技
術

を
用

い
た

下
水

道
施

設
の

劣
化

診
断

技
術

〇
〇

〇

IC
T

 活
用

施
設

管
理

ク
ラ

ウ
ド

を
活

用
し

維
持

管
理

起
点

と
た

継
続

的
な

ス
ト

ッ
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
実

現
シ

ス
テ

ム
技

術
〇

〇
〇
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10

管
き
ょ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

高
度
な
画
像
認
識
技
術
を
活
用
し
た
効
率
的
な
管
路
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

管
き
ょ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

管
口
カ
メ
ラ
点
検
と
展
開
広
角
カ
メ
ラ
調
査
及
び
プ
ロ
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
技
術
を
用
い
た
管
渠

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

管
き
ょ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

展
開
広
角
カ
メ
ラ
調
査
と
衝
撃
弾
性
波
検
査
法
に
よ
る
管
渠
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

劣
化
点
検
・調
査

下
水
圧
送
管
路
に
お
け
る
硫
酸
腐
食
箇
所
の
効
率
的
な
調
査
技
術

IC
T
を
活
用
し
た
浸
水
対
策

IC
T
を
活
用
し
た
浸
水
対
策
施
設
運
用
支
援
シ
ス
テ
ム

都
市
浸
水
対
策

都
市
域
に
お
け
る
局
所
的
集
中
豪
雨
に
対
す
る
雨
水
管
理
技
術

そ
の
他

下
水
熱
利
用

管
路
内
設
置
型
熱
回
収
技
術
を
用
い
た
下
水
熱
利
用
に
関
す
る
実
証
研
究

管
路
管
理
技
術

浸
水
対
策
技
術

技
術
分
野

テ
ー
マ

実
証
技
術
名

以
上
の
技
術
に
つ
い
て
、
令
和
２
年
度
ま
で
に

32
の
技
術
導
入
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
案
）
を
策
定
済
み

技
術
導
入
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
案
）
は
、
以
下
の
国
総
研

HP
で
公
表

下
水
道
研
究
室
関
係

→
ht

tp
://

w
w

w.
ni

lim
.g

o.
jp

/la
b/

eb
g/

b-
da

sh
.h

tm
l

下
水
処
理
研
究
室
関
係

→
ht

tp
://

w
w

w.
ni

lim
.g

o.
jp

/la
b/

ec
g/

bd
as

h/
bd

as
h.

ht
m
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11

□
B-

DA
SH
技
術
情
報
資
料
（

B-
DA

SH
カ
タ
ロ
グ
）

こ
れ
ま
で
に
発
刊
し
た

32
の
技
術
導
入
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

（
R3

.3
時
点
）
の
ポ
イ
ン
ト
を
ま
と
め
た
技
術
情
報
資
料

新
技
術
の
導
入
検
討
を
考
え
て
い
る
方
向
け
に
作
成
し
て

お
り
、
技
術
の
適
用
施
設
規
模
、
技
術
分
野
、
適
用
範
囲
、

導
入
効
果
及
び
導
入
時
の
留
意
点
に
つ
い
て
、
見
開
き

2
ペ
ー
ジ
で
分
か
り
や
す
く
記
載

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
は
無
い
情
報
（主
な
導
入
事
例
、
導
入
団

体
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
等
）
も
掲
載

B-
DA

SH
カ
タ
ロ
グ
は
国
総
研

HP
で
公
開
中
↓

ht
tp

://
w

w
w.

ni
lim

.g
o.

jp
/la

b/
ea

g/
bd

as
h/

bd
as

h.
ht

m
l

□
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
説
明
会

下
水
道
展
に
あ
わ
せ
て
、
自
治
体
職
員
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
を
対
象
に
、
そ

の
年
に
策
定
さ
れ
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
説
明
会
を
実
施
。

令
和

2年
度
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
中
止
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
説
明
会
の
様
子

過
去
の
説
明
会
資
料
は
国
総
研

HP
で
公
開
中
↓

ht
tp

://
w

w
w.

ni
lim

.g
o.
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国立研究開発法人土木研究所における調査研究 

 

A.組織の概要  

   国立研究開発法人土木研究所は、土木技術に関する研究開発、技術指導、成果の普及

等を行うことにより、土木技術の向上を図り、良質な社会資本の効率的な整備及び北海

道の開発の推進に資することを目的として設立された試験研究機関である。 
 この目的を達成するため、安全・安心な社会の実現への貢献、社会資本の維持管理、

長寿命化等への貢献、持続可能で活力ある社会の実現への貢献などを目指して、土木技

術全般の基盤となる汎用的な技術等に関する研究開発を実施している。 
 土木研究所では、国土交通大臣及び農林水産大臣から提示された中長期目標に対応し、

平成２８年度から令和３年度まで６年間の第４期中長期計画に基づき、社会的要請の高

い課題に重点的、集中的に対応しながら、研究開発成果の最大化に向けて取り組んでい

くこととしている。 
 

 下水道分野の研究体制 

  ・国立研究開発法人土木研究所 

   つくば中央研究所水環境研究グル－プ 

     --------  グループ長 大槻 英治 

水質チーム 上席研究員 山下 洋正 （TEL：029-879-6777） 

        ・下水道を含む一体的な流域管理、水系水質リスク管理に関する研究 

 

   先端材料資源研究センター（iMaRRC）材料資源研究グループ 

     --------  グループ長 西崎 到 

上席研究員（資源循環担当） 重村 浩之 （TEL：029-879-6765） 

        ・下水、下水汚泥のリサイクルやエネルギー化、下水道用材料に関する 
         研究開発 

 

B. 令和３年度の研究方針 

 土木研究所では、第４期中長期計画（Ｈ２８～Ｒ３）に基づき、下水道に係る資源・エ

ネルギーの活用、水環境における微量化学物質や病原微生物の実態把握と影響の評価及び

対策手法の検討等に取り組んでおり、最終年度として取りまとめを行う。 
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ａ．下水道を含む流域一体での化学物質や病原微生物の挙動・影響把握(水質チーム) 

 日常生活や社会活動からは、未規制物質も含めた様々な微量化学物質や病原微生物

が排出されている。特に人や産業が集積する都市域で発生する環境負荷や、人が使用

する医薬品や日用品に含まれる化学物質、感染症流行時に人から排出される病原微生

物は、環境中への排出において下水道が主要な経路となりうるため、下水処理プロセ

スおよび放流先水環境における一体的な挙動・影響把握が重要である。 

 このため、規制の検討対象候補である、あるいは環境影響が懸念される化学物質等

のうち、特に挙動把握が重要な化学物質を選定し、環境水中の挙動や主要な流出源を

把握・推定する。また、下水処理水中に残存し、環境水中へ移行する重要な経路とな

っている化学物質やナノ物質等については、分析方法の検討、活性汚泥処理プロセス

での挙動の把握、水生生物への影響評価、除去技術の開発などを実施する。 
さらに、水環境中のリスク低減に向けた病原微生物の対策技術として、消毒耐性病

原微生物の管理技術や遺伝子情報を活用した病原微生物の早期検出に関する研究を実

施する。 
 令和２年度より国総研との共同研究「浸水被害発生後の速やかな下水処理機能の応

急復旧手法の開発に関する共同研究」を実施しており、消毒効果の阻害要因や消毒副

生成物の挙動等に関する詳細検討を行っている。 

ｂ．下水道におけるリサイクル技術の開発(iMaRRC（資源循環担当）) 

 低炭素・循環型社会の構築に向けて、水やバイオマス資源のリサイクルのための技

術開発や各種調査研究を推進する。 
バイオマス関連研究として、下水道施設を核とした資源・エネルギー有効利用に関

する技術の開発、下水・汚泥処理システム全体の低炭素化のための調査研究を推進す

る。具体的には、「下水含有栄養塩を活用したエネルギー生産技術の開発に関する研

究」、「河川事業等に由来するバイオマスの下水処理場内利用に関する研究」、「資

源回収型下水処理技術に関する研究」及び「消化ガスの効率的運用に関する基礎的研

究」を実施する。 
更に、下水道に関する材料関連研究として、平成２９年度より「下水処理施設にお

けるコンクリート構造物および防食技術の評価手法に関する研究」に着手している。 

 
令和３年度の個別研究課題は、別表に示す調査研究を予定している。 

 

C. 主要な研究成果 (令和２年度)    

 

１．水環境における微量化学物質等の実態把握と影響の評価 

 新たな規制対象物質や、水生生物への影響等の観点から挙動を注視すべき化学物質等に

ついては、下水中の存在量、下水処理過程での除去特性、さらには河川等の環境水中での

消長を把握することが重要である。これまでに化学物質等の流域からの排出負荷実態や、

水生生物に及ぼす影響についての調査研究を行い、その影響評価のための試験法の開発や
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評価手法の構築に取り組んできた。令和２年度は、二次処理水中に残存する医薬品につい

て、微生物保持担体による除去特性をパイロットプラント実験により確認した。また、昨

年度に本チームで開発した網羅的スクリーニング手法を用いて、下水処理施設の流入水お

よび二次処理水を測定した。各処理施設における PRTR 物質の流入特性等を把握し、実測

値取得の重要性が再確認された。（担当：水質チーム） 
 

２．公共用水域における消毒耐性病原微生物の管理技術に関する研究 

下水や水環境中における様々な病原微生物の影響の評価手法やその軽減のための処理技術

に関する研究に取り組んでいる。環境基準における大腸菌群数から大腸菌への変更の動向

を踏まえ、令和２年度は､下水道放流水の大腸菌測定の公定法確立に向けて､希釈水の違い

が変動係数に及ぼす影響把握や標準菌株利用による回収率試験などを実施し、精度を確認

した。また、ウイルス代替指標として大腸菌ファージを対象に、オゾン･塩素の複合消毒に

よる不活化効果と、消毒副生成物の生成状況を明らかにした。さらに、降雨条件が異なる

雨天時に越流水の影響を受ける河川での実態調査を行い、ノロウイルスを指標として汚染

状況を評価し、総降雨量の増加に対応した越流水対策の必要レベルを把握した。（担当：

水質チーム） 
 

３．下水道における生物を用いた影響評価・管理の検討 

 国内で流通する化学物質の増加に伴い、個別物質対策だけでなく、総合的な生物影響と

して把握する取組が注目されるようになっている。例えば環境省は、生物応答試験(WET)
について制度的導入を検討し、当面は自主的な取組の一環とすることとしている。令和２

年度は、日本の河川中に優占する淡水性付着藻類を用いてアンモニアの影響評価を行い、

アンモニアが付着藻類に対してプラス（栄養塩）の影響とマイナス（毒性）の影響を及ぼ

すことを明らかにした。また、下水処理水の魚類への急性と慢性影響を同時に検出する方

法として、従来の生物応答試験（WET）に網羅的遺伝子発現解析を組み合わせた方法を提

案した。（担当：水質チーム） 

 

４．下水道施設を核とした資源・エネルギー有効利用に関する研究 

 下水道資源を活用した効率的な藻類培養及びそのエネルギー利用技術を開発するため

に、下水資源による藻類培養において、実施設の下水汚泥分離液を用いた藻類培養及びエ

ネルギー化の適用可能性の検討、藻類中の成分がメタン発生ポテンシャルに与える影響に

係る検討を行った。また、河川事業等に由来するバイオマスの下水処理場内の利用を促進

するため、刈草の脱水機における脱水助剤としての利用について、ベルトプレス脱水機を

用いて、脱水助剤としての適用可能性評価を行った。さらに、剪定枝等を焼却炉で燃料利

用するためのプロセスについて、実施設等での実験により、し渣混焼ラインによる補助燃

料の供給可能性を評価した。（担当：iMaRRC（資源循環担当）） 
 

５．下水処理施設におけるコンクリート構造物および防食技術の評価手法に関
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する研究 

下水処理施設における耐硫酸防食技術の有機酸対策への評価、炭酸によるコンクリート

構造物の劣化メカニズムの解明に取り組んでいる。これまでは、複数の下水道管理者に対

するヒアリングや、現地調査を実施した。また、有機酸による各種ライニング樹脂の劣化

挙動を把握するための浸せき試験を実施した。（担当：iMaRRC（資源循環担当）） 

 

 

別表 国立研究開発法人土木研究所における令和３年度個別研究課題一覧

分類 課題名（担当チーム、費目） 研究目標 成果の活用

下水含有栄養塩を活用したエネルギー生産技術の開発
に関する研究（iMaRRC（資源循環担当）、一般）

藻類等を活用した下水からの有用資
源･エネルギー回収技術の確立

新たな資源回収プロセスの基本プロ
セス設計の提案

河川事業等に由来するバイオマスの下水処理場内利用
に関する研究　（iMaRRC（資源循環担当）、一般）

河川等の管理に由来する草木類の資
源利用等の最適化

下水処理場を中心としたバイオマス
の最適な利用プロセス選定の支援

資源回収型下水処理技術に関する研究（iMaRRC（資源
循環担当）、一般）

エネルギーやリンの回収量増加に資す
る下水処理技術の開発

新たな下水処理技術の基本プロセ
ス設計の提案

消化ガスの効率的運用に関する基礎的研究（iMaRRC
（資源循環担当）、一般）

地域バイオマス利活用を含めた消化ガ
ス回収の最大化

下水汚泥や地域バイオマスのメタン
発酵に関する運転方法の提案

公共用水域における消毒耐性病原微生物の管理技術
に関する研究　（水質チーム、一般）

公共用水域への各種汚染源の解明と
対策手法の構築

基準類やガイドラインなどの見直し
に資する基礎データに活用

遺伝子情報を活用した病原微生物の早期検出に関する
研究（水質チーム、一般）

遺伝子情報を活用した、病原微生物早
期検知の可能性評価、及び的確な消
毒効果の評価

下水処理場における病原微生物管
理に係る基礎資料として活用

公共用水域における健康・生態リスクが懸念される
化学物質の制御手法に関する研究（水質チーム、一
般）

水環境中での化学物質の実態と挙動
の解明、生態系影響の評価

化学物質に起因する生態リスク評価
手法の開発に活用

下水処理水に残存するアンモニア性窒素の低減技術
と水生生物の影響評価に関する研究（水質チーム、
一般）

下水処理水中のアンモニア性窒素の
生物影響試験方法及び毒性低減技術
の開発

下水処理水中のアンモニア性窒素
の除去技術の開発、ガイドライン化

下水に含まれるナノ物質等の挙動および影響把握に
関する研究（水質チーム、一般）

ナノ物質等の検出方法の構築、下水処
理場および放流先におけるナノ物質等
の挙動の解明

総合的な水質管理のための基礎資
料として活用

流域管理
底層環境に着目した停滞性水域における水環境管理
技術に関する研究（水質チーム他、一般）

栄養塩類、微量元素などの発生源と流
出機構の解明

流域における物質動態特性の解明
と流出モデルの開発

地球環境
気候変動による停滞性水域の熱・物質循環と水質環境
への影響評価と適応策に関する研究（水質チーム他、
一般）

温暖化による気候変動が水質に及ぼ
す影響把握手法の提案

地球環境の中長期的変化に適応し
た水質管理のための基礎資料

総合土砂
管理

土砂供給に伴う河川環境影響評価およびダムからの土
砂供給技術の運用手法に関する研究（水質チーム他、
一般）

ダムからの土砂供給に係る水域環境
の影響評価手法の確立

総合土砂管理計画作成や土砂供給
実施時の技術的支援に活用

社会ｲﾝﾌﾗ
の長寿命化

下水処理施設におけるコンクリート構造物および防食技
術の評価手法に関する研究　（iMaRRC（資源循環担当
他）、一般）

二酸化炭素等によるコンクリート構造
物の劣化メカニズムの解明、有機酸に
対する材料評価方法の開発

基準類やガイドラインなどの作成・見
直しにおいて活用

※費目の略称：

（参考） 　令和２年度　受託調査実績

課題名（検討内容） 委託機関 担当

下水処理場における硝化阻害物質の高効率探索システ
ムの開発（下水道応用研究）

国土交通省 水質チーム

ライフサイクル全体での化学物質管理に資するPRTR
データの活用方策に関する研究（環境総合研究推進費）

環境再生保全機構 水質チーム

資源利用

病原微生物

微量化学物
質・水生生
態系

一般（運営費交付金）

（参考） 下水道技術検討タスクフォース（国交省下水道部、国総研下水道研究部、土研水質・資源循環担当）

テーマ 内容 土研担当

災害時処理場の応急復旧検討
下水処理場機能喪失後の緊急措置／応急復旧段階におけ
る対策手法を提示

水質チーム

バイオマス広域化の検討ツール
下水処理場における地域バイオマスの有効利用方法や、利
用における経済面・環境面等の評価方法を提示

iMaRRC（資源循環担当）
（テーマリーダー）

大腸菌基準化検討
下水道の放流水質基準等に関して、大腸菌の基準値の設定
方法や分析方法の検討

水質チーム
（テーマリーダー）
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